
 

  
 

らいおん組の子どもたちは、3月 2２日（土）に卒園式を迎えます。「誕生日って何の日

…」の歌のパワーポイントをします。 “あなたが生まれてきたことに感謝”という内容で

す。この時期を迎えて職員はらいおん組の子どもたちはもちろんのこと、保護者の皆様に

は、子どもたちと出会わせて頂けたことに『ありがとう』の気持ちを深くします。 

在園児は、お兄ちゃん・お姉ちゃんとみんなの憧れだったらいおん組さんとのお別れはとて

も寂しいですが、学校にいっても、今までと変わりなくやる気を持って、よく学び・よく遊

べを実行してほしいと願っています。保育園での様々な出来事が、大きくなって記憶に残っ

ていることは少ないと思います。でも、保育園での人とのかかわりは、困ったときの底力に

なるでしょう。保育園での日々の営みは、意欲のもとになるでしょう。保育園での食育は、

自分たちで健康を考えるようになったときのヒントになるでしょう。保育園で四季を五感で

感じ、触って匂って・・・は、人生の癒しになってくれるでしょう。それらを幼児期の終わ

りまでに育ってほしい幼児の具体的な 10の姿「健康な心と体、自立心、協同性、道徳性・

規範意識の芽生え、社会生活との関わり、思考力の芽生え、自然との関わり・生命尊重、数

量や図形、標識や文字などへの関心・感覚、言葉による伝え合い、豊かな感性と表現」を見

据え、具体的な活動を通して育んできました。この育ちが小学校につながると期待していま

す。保育園の運営にご協力有難う等ございました。 

 

４月の主な行事 

１日（火）      進級式     

５日（土）   入園を祝う会    

８日（火）   幼児身体測定      

９日（水）  乳児身体測定 

 

 

将来なりたい職業の衣装を着て

緊張しながらレッドカーペット

歩きました。 

 
◎降園時は、園庭で遊ばず速やかに降
園をしてください。 

◎門の施錠は、必ずかけてください。 
◎持ち物すべてに名前の記入をお願い 
 します。 

 

 



 

まだまだと思っていた進級がもう目前です

ね。お父さんやお母さん、保育者に頼ってい

た子どもたちが、自分のことを自主的にやる

ようになり、その時の誇らしげな表情がたく

ましく見える今日この頃です。 

友だちのことが大好きなぺんぎん組の子ど

もたち。その思いやりを持って幼児クラスで

も楽しい園生活を送ってくれることでしょ

う！一年間、温かく見守って下 

さりありがとうございました。 

 

入園した頃からもう１年が経ちました。はじめは

寝返りもままならないぐらいだった子どもたちが

はいはいやたっちが出来るようになったり、食事

もミルクや初期食スタートから完了食まで進んだ

り、言葉も少しずつ出て来たり凄い速度で成長し

ていく皆をこの１年１番近くで見守ることが出来

て本当に幸せで嬉しかったです！ 

保護者の皆様、本当にいつも温かく見守ってくだ

さってありがとうございました！ 

この一年で、しっかり遊びこむ事が出来たので、

集中力や、自分達で玩具を他の物に見立てる想像

力、友だちと一緒に遊んでイメージする力が凄く成

長したと感じる一年でした。また生活面では、靴を

1人で履いてみよう！苦手な物も一口は食べてみ

る！など自分でなんとかやってみようとする力が伸

びてきました。また褒めてもらう事で友だちを応援

してあげる姿も見られ、個々に成長するとともに、

友達の存在が大きい事にも気づいてくれたのではな

いかと思います。 

この 1年間たくさんのご協力 

ありがとうございました。 

ひよこ組 

うさぎ組 

ぺんぎん組 

 

4月に入園したお友だちも、ぺんぎん

組から進級したお友だちも楽しく過ごし

ながらあっというまに１年が過ぎていき

ました。友だち同士のつながりもでき、

遊びに誘ったり会話をしたりたくさんの

思い出が出来ました。きりん組でもお友

だちとのつながりを大事に楽しく過ごし

ていきたいと思います！ 

1年間たくさんのご協力を 

ありがとうございました。 

 

ぞう組 

 

 春を迎え、いよいよ進級を意識する季節と

なりました。子ども達の表情もなんだか頼もし

くなってきました。 

 日々の生活はもちろん、運動会や発表会など

の大きな行事を通して、みんなで力を合わせる

事・友だちを思いやる気持ち・助け合い・最後

まで諦めない気持ち等の部分が大きく成長した

と感じられました。この１年感、たくさんのご

協力をいただきありがとうございました！ 

きりん組 

 

暖かい日も増え、心も体も軽くなり、よ

り活動的になってきて、外に出ると、築山

の周りを何周も走ったり、工事中遊べなか

った砂場で過ごす姿が見られました。 

卒園式に向けて歌や言葉を毎日少しずつ

覚えて、自分の順番になると大きな声で言

っている姿に成長を感じます。 

子ども達なりに、入学に対する期待に胸

が膨らんでいっている様に思われます。 

保育園生活で経験し、学んだ事が子ども

達の糧になったと願い、卒園しても見守っ

ていきたいと思います。 

１年間ありがとうございました。 

らいおん組 


